
 

 

 

ヒトの皮膚から色素幹細胞の分離培養技術を確立！ 

～これまで困難であった色素異常の発症メカニズムの解明に期待～ 

日本メナード化粧品株式会社（名古屋市中区丸の内 3-18-15、代表取締役社長：野々川 純一）は、藤田

医科大学（豊明市沓掛町田楽ヶ窪 1 番地 98）応用細胞再生医学講座（研究責任者 教授：赤松 浩彦）及び

皮膚科学講座（教授：杉浦 一充）と共同で、ヒトの皮膚からメラニン生成を行っている色素細胞（メラノサイト）

の起源となる「色素幹細胞」を効率的に分離・培養する技術を確立しました。今後、これまで困難であった色

素異常の発症メカニズムの解明や創薬・基礎研究の進展に向けて本技術を応用してまいります。 

 

皮膚や毛髪の色に大きな影響を与える色素であるメラニン

は、メラノサイトと呼ばれる細胞で作られます。色素異常が生

じる原因の多くは、このメラニンの増加、あるいは減少による

もので、その機序として、メラノサイトによるメラニンの産生量

の異常や、メラノサイト自身の増加ないし減少があります。近

年の研究から、皮膚の中でメラノサイトを生み出している幹細

胞である「色素幹細胞」の存在が明らかになり、より根本的な

色素異常の研究対象として注目されています。 

 

しかし、これまでヒトの皮膚から色素幹細胞を培養する技術は確立されていませんでした。今回、人工多能

性幹細胞である iPS 細胞を培養する際に、iPS 細胞の足場となる役割や栄養を与える役割を担う「フィーダー

細胞」と呼ばれる細胞を応用するとこで、ヒトの皮膚から色素幹細胞を安定かつ効率的に培養することに成

功しました。 

この技術を利用することで、これまで困難であった色素異常の治療方法の開発のほか、美容分野ではシミ

の改善技術などへの応用が期待されます。なお、本研究の成果については、2020 年 3 月 12 日～14 日に横

浜で開催される「第 19回日本再生医療学会総会」にて発表いたします。 
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矢印（  ）が色素幹細胞 

その他はフィーダー細胞（足場の役割） 

色素幹細胞の分離培養写真 


